


























































Factors Interfering in the Use of Lifts at Caretaking Facilities: 





























































































対象 性別 年齢 教員歴 養成校種別 現場経験 所有資格 リフト経験の有無 リフト研修受講の有無
A 女 30代 5 大学 7 介護・社福 有（1-2事例） 無
B 男 40代 16 専門学校 10 介護 有（1-2事例） 無
C 男 30代 3 短大 10 介護・社福 無 無
D 女 30代 2 短大 7 介護・社福 無 無
E 女 50代 13 短大 9 介護・社福 有（1-2事例） 無
F 男 30代 10 専門学校 3 介護 無 無
G 女 40代 12 短大 7 介護 無 無
H 女 40代 15 専攻科 12 介護・社福 有（常時） 無
I 女 40代 10 専門学校 8 介護・看護 無 無
J 男 30代 5 専門学校 7 介護 無 無
K 女 40代 8 専攻科 8 介護・社福 有（1-2事例） 無
L 男 40代 7 専攻科 10 介護 無 無
M 女 40代 12 専門学校 8 介護・保育 有（常時） 無
N 女 30代 6 専門学校 13 介護 有（1-2事例） 無
O 男 30代 4 専門学校 13 介護 有（1-2事例） 無
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生状況が増加の一途を辿っている状況の深刻さを考え
たとき、介護福祉士が自分の体を守りながら、安心し
て働ける労働衛生環境を整備するという視点をもち、
リフトの介護技術の到達度を挙げていくのは、養成施
設でリフトを担当する教員の使命ともいえるのではな
いだろうか。教育目標が上がるとおのずと教育内容も
変わってくる。現状では、「１．使用目的」、「２．移
動用リフトの種類」、「３．操作手順」が全養成施設で
教授されているが、実際に介助を行うためには、利用
者のアセスメントも重要で、状態に合わせた「９．ス
リングシートの選定基準」を知っておく必要があると
考える。
Ⅵ．結論
　養成施設におけるリフト教育の現状は、
・リフトは１～２台を設置。レンタルしている養成施
設が１件のみあった。
・教員はリフト経験の豊富なものは少なく、リフトの
専門研修の受講経験はない。
・教育目標を多くの養成施設で知識の習得レベルとし
ている。
・参考図書は複数の物を組み合わせて用いたり、自作
で補ったりしている。
・授業はリフトと他の福祉用具の演習の同時進行で行
われている。
・利用者のモデルを行うことで利用者の立場で介助の
在り方を考える方法が多くとられていた。
・スリングシートの選定基準については必ずしも教授
されていない。
以上のことが明らかとなった。
Ⅶ．おわりに
　今回の研究では、中国地方の養成施設に絞り研究を
行ったため、今後は範囲を拡大し、一般化させる必要
がある。
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